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ための区分となっている。   
過疎問題と並行して高齢化問題も中山間地域では深刻なものとなっている。2005 年の
中山間地域の高齢化率は 27%にも達し、全国平均を 7％上回る数値を記録した。本論文で
















































[第 2 章] 
 
 2 章では、上勝町に現在 5 社ある三セクを経営分析することで、中山間地域で運営され
る三セクの現状を把握し、一般的な三セクの評価と比較することを目的とした。経営分析
の結果から、三セク 5 社の内 3 社は赤字状態にあることが分かった。残りの 2 社は、同業
の民間企業よりも数値の高い経営指標を示し、企業としての有望性も見られた。 
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能性に関して 2 点の指摘を行った。 
第一に指摘したのが、三セクを含む地域づくりネットワーク充実の重要性である。上
勝町で地域振興に携わる組織として、現在 5 つの三セク、NPO 法人、会社組織などがあ
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可能となる 。さらに、今後上勝町が内発的に発展を遂げるためには、一定の人口確保が
必要であり、組織間に加えてＵ・Ｉターン者と地元住民の連携など、人と人のつながりも
重視していくべきである 。 
第二に指摘したのが、国の施策やメディアにおける三セクの評価と、中山間地域にお
いて三セクが実際に果たす役割とのギャップについてである。従来は政府の方針や経営数
字のみ重視し、画一的に三セク悪玉論の批判が展開されていた。今後は、①組織形態別
（株式会社型・公益法人型）や ②事業目的別（地域振興型）ごとの違いを踏まえ、更に、
地域住民の福祉、都市部との交流、食料・エネルギー供給源としての重要性なども含めて、
三セクに関する公的な支援や施策の在り方を評価する必要があると考えられる。 
以上の 2 点を踏まえて三セク運営を行うことで、今後、中山間地域で三セクを地域振興
組織として活用することは十分に可能である。一方、今後の研究課題として、アメリカの
ワシントン州ベリンガムの事例に触れ、国外で広がる「地場産業・地域企業優先」の動向
と日本の第三セクターとの関係性についても言及した 。さらに、徳島県那賀町（旧木頭
村）で運営される住民型三セク「きとうむら」の事例も紹介し、上勝町三セクとの比較研
究の重要性も指摘した。 
中山間地域における地域振興型の三セクは決して過去の「負の遺産」ではない。地元
自治体、住民、NPO/NGO、民間企業等と連携して、地域の自立的・内発的発展を支える
担い手になりうるものであり、そのような三セクの公的支援施策の重要性は失われないと
いえる。  
